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執筆者紹介（五十音順）
大橋きょう子（おおはし きょうこ）教授博士（学術）「食用亜麻仁油の調理特性に関する研究」（共著）日本家政学会発表
要旨，2011年／「新聞に見る昭和時代の食生活に関する研究食品の視点から」（共著）日本調理科学会平成23年度発
表要旨，2011年／「新聞に見る昭和時代の食生活に関する研究栄養の視点から」（共著）日本調理科学会平成22年度
発表要旨，2010年／「明治大正期の出版物にみる食用油脂及び油脂調理について婦人雑誌『婦人之友』を中心として
」学苑815，2008年／「明治の出版物にみる食用油脂及び油脂調理について小説『食道楽』を中心として」学苑
803，2007年
島田 淳子（しまだ あつこ）本学名誉教授農学博士 「大正末期から昭和初期におけるじゃがいもの調理 （1）～（3）調理
科学の視点から」（共著）学苑 815，827，839，200810年／特集「食のサイエンス塩との関わり」日本海水学会
誌，Vol.61，No.4，2007年／『講座 食の文化 第三巻 調理とたべもの』（共著）味の素食の文化センター，1999年
／『調理とおいしさの科学』（共著）日本放送出版協会，1998年／『調理科学講座1 調理とおいしさの科学』『調理科学講
座7 調理と文化』（共著）朝倉書店，1993年
関本 美貴（せきもと みき）非常勤講師 「大正末期から昭和初期におけるじゃがいもの調理 （1）～（3）調理科学の視点か
ら」（共著）学苑 815，827，839，200810年／「酢酸添加による飯粒の全体および表層の物性変化について」（共著）
日本調理科学会誌，Vol.38，No.4，2005年／「泡立て器による洗米操作が米飯の食味に及ぼす影響」（共著）日本調理科
学会誌，Vol.38，No.1，2005年
西脇 和彦（にしわき かずひこ）教授 「昭和40年代の生活世界（その4）新聞記事にみるアパート団地ニュータウン
郊外住宅」学苑 839，2010年／「1970年代以降の日本社会ポストモダンor近代の第2ステージ」学苑 829，2009
年／「昭和40年代の生活世界（その3）新聞記事にみるアパート団地ニュータウン郊外住宅」学苑 827，2009年
／「昭和30年代の生活世界（補遺）新聞記事にみるアパート団地ニュータウン郊外住宅」学苑 790，2006年／
『ブックレット 近代文化研究叢書 4昭和30年代の生活世界生活マンガの視点から』昭和女子大学近代文化研究所，
2005年
平井 聖（ひらい きよし）特任教授工学博士 「文化3年（1806）『諸士屋敷地并建家図面書上』による盛岡における藩士
屋敷主屋の方位別外壁面開口率からみた近世都市住居の特性について近代都市住宅の近代性を明らかにする目的でみた
近世都市住宅主屋外壁面の方位別開口率」学苑 839，2010年／『ブックレット 近代文化研究叢書 5『猫の家』その前
と後『吾輩は猫である』を住生活史からみると』昭和女子大学近代文化研究所，2008年／「近代都市住宅における家族が
坐って囲む食卓」学苑 815，2008年／「翻刻 山東京山作『教訓乳母草紙』」（共著）学苑 790，791，793，797，200607
年／『泥絵で見る大名屋敷』（共著）学習研究社，2004年
笛木 美佳（ふえき みか）准教授 「菊池幽芳「己が罪」論懺悔をめぐって」学苑 839，2010年／「遠藤周作『深い河』
論「玉ねぎ」に秘められたもの」遠藤周作研究3，2010年／「『深い河』後の遠藤文学『女』を中心に」キリスト教文
学研究27，2010年／「遠藤文学における女性（三）「わたしが棄てた女」に流れ込んでいくもの」学苑 819，200
9年／「キャラクターの円環森田ミツをめぐって」（『遠藤周作 挑発する作家』所収 至文堂），2008年
福田委千代（ふくだ いちよ）准教授 「吉屋信子『紅雀』二人のヒロイン「少女の友」の少女小説」学苑 797，2007年／
「由利聖子『チビ君物語』の世界「少女の友」の少女小説」学苑 749，2003年／「有本芳水と少年詩旅の詩と「日本
少年」」学苑 705，1999年
巻 頭 言
このたびの東日本大震災と同規模の巨大地震が869年に東北地方を襲っていたことは「貞観地震」とし
て知られている。その時の大津波は仙台平野の内陸4キロ以上に及び，現在の南相馬市で水流は1.5キロ
以上上したという。さらに，最近の東北大学の調査では，貞観地震と同規模の津波が仙台平野で過去
3000年間に2度あったことが確認されている。
貞観地震のことは「三代実録」に簡略に記されているに過ぎないが，元暦2（1185）年の都での大地震
の様子を活写しているのは，周知のごとく「方丈記」である。その様子は「山ハヤブレテ河ヲウヅミ，海
ハカタブキテ陸地ヲヒタセリ。土サケテ水涌キ出デ，巌ワレテ谷ニマロビ入ル」とある。「海ハカタブキ
テ陸地ヲヒタセリ」はまさに大津波の情景である。「塵灰立チノボリテ，サカリナル煙ノ如シ。地ノウ
ゴキ家ノヤブルヽ音，雷ニコトナラズ」も目の当たりの光景である。それゆえにこそ「翼ナケレバ空ヲモ
飛ブベカラズ。龍ナラバヤ雲ニモ乗ラム」は，鴨長明の切実な思いとして，我々の胸に迫ってくる。
もちろん，天災はこれだけにとどまらず，日本全体で言えば，日常的とでも言うべき状況であった。そ
の中で文化は継承されてきたのである。人災によっても，たとえば，応仁の乱では貴重な文化財の多くが
失われた。室町期において「利根第一の人也」と言われた惟高妙安も，その戦乱で，それまでの抜書『兎
塵集』250冊余のほとんどを失った。しかし，惟高妙安は，その後『玉塵』『詩学大成抄』を書き著して
いる。惟高妙安に限らず，京都五山の学僧，桃源瑞仙景徐周麟などもまた，戦乱の中で，「史記」「漢書」
などの講義に努めた。近代に入り，関東大震災もまた壊滅的な被害を与え，「古本節用集」の類をはじめ
貴重な古典籍の多くが失われた。その体験がもととなり，資料の影印複製の事業がその後活発になったと
いう。このような状況の中で，先人達は日本文化を継承発展させてきたのである。
このたびの東日本大震災も，その被害はいまだに拡散している状況であり，復興の目途は立っていない。
政局の混迷も歯がゆいばかりである。しかし，我々にできることは，これまで以上に，研究教育活動に
精進することでしかない。
「近代文化研究所紀要」には6編の力作が寄せられた。また，研究所主催の勉強会も6月に倉島節尚氏，
7月に内田青蔵氏をお招きして，有意義なものとなった。10月には山田有策氏を予定している。この『学
苑』も851号を数える。また，『近代文化研究叢書』も年内に第8冊までが刊行される見込みである。こ
れらの事業を支えてくださっている編集室の方々に深甚の謝意を表する。 （近代文化研究所長 山田 潔）
